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１．施設の概要
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施設概要
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特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館

■開設
平成２７年４月１日
■所在地
埼玉県入間市
■事業所別
・ユニット型
指定介護老人福祉施設１００床
・併設ユニット型
短期入所生活介護事業所２０床
■直近の主な参加事業
・令和元年度埼玉県介護ロボット効果
実証導入促進事業モデル事業

・令和3年度埼玉県スマート介護施設モデル事業
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爽風館における介護ロボット・ICT

電子記録による情報の一元化 リモート形式のミーティング HAL🄬腰タイプ介護支援用

排泄予測支援介護ロボット「Dfree]見守り支援システム「眠りSCAN」
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２．取り組みの流れ
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取り組み全体の流れ
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8月

9～
12月

1～
３月

I.情報収集

II.組織全体での合意形成

III.実施体制の整備

Ⅳ．課題の見える化

Ⅴ．導入計画づくり

Ⅵ．試行的導入の準備

Ⅶ．試行的な導入

Ⅷ．小さな成功事例の共有

Ⅸ．本格的導入に向けた手順書・マ

ニュアル作り

準

備

期

導

入

後

期

9つのステップ

導

入

前

期

プロジェクトの流れ

• プロジェクトチームの立ち上げ
• 役割分担の決定

• 因果関係図の作成
• Wi-Fi環境の整備
• 機器のデモの実施
• 機器の導入
• 職員への周知
• マニュアル、アクションプランの作成

• 小さな成功事例の共有
• Wi-Fiの再設定
• アクションプランの修正
• マニュアル・アクションプランの完成
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準備期：実施体制の整備

7

準備期に意識したこと
・同一フロア４ユニットでの実施体制
・現場職員を中心とした役割構成

・各専門職を交えた体制
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準備期（実施体制の整備）で工夫した点
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令和元年度のモデル事業
プロジェクトの中心に経営層、管理者といった職務上位者を

配置し主にユニットリーダーの現場職員のみを
メンバーとした実施体制を整備した
プロジェクトを進めていく中で

中心メンバーと現場職員、他職種との温度差が生じた
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導入前期
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１、現在抱えている課題の見える化

２、導入計画作り

３、介護ロボットの選定

４、試行的導入の準備
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課題の見える化
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課題を見える化するため因子を「組織」「ヒト」「モノ」「個人」で分けた
因果関係図を作成
皆が納得する課題を導き出す為に
何度も何度も話し合い図を作成し根本的な課題は

ということで合意形成した
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導入計画づくり

• （深掘り原因）

• 多種多様な要介護者に対し個別に処遇する上で科学的情報を元にしたアクションプランがない
事に対し

• （介護ロボットの種類）

• 見守りセンサーを導入する事により

• （好転換された深掘り原因）

• 多種多様な要介護者に対し個別に処遇する上で蓄積されたデータを元に優先順位をつける事が
出来る

• アクションプランが作成されることとなり

• （原因）

• 多種多様な個別処遇に経験値のみを元に、より精度の高い判断を行わなければいけないという
問題が解消され

• （結果）

• 不安を抱えて仕事をする事がなくなり

• （悪影響）

• 心に余裕がない事への改善が期待出来る

11

作成した因果関係図を基に現状における課題と
求める介護ロボットの種類、介護ロボットを用いて

どの様な結果を期待するかを文章化した
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介護ロボット選定
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・離床センサー
→「転ぶかもしれない」への打ち手
・生体センサー
→「急変に対しての不安」への打ち手
・カメラ（居室内情報）
→「判断する情報量が少ない」への打ち手
・手持ち端末
→「その場で優先順位がつけれない」への打ち手
・自動同期
→「Wワークが多い」への打ち手
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介護ロボット選定（機器のデモンストレーション）
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５つの機能を選定の軸に情報収集、実際に業者に
来て頂き、カメラの映像や手持ち端末の画面はどの様に

見ることが出来るか等のデモを実施してもらった
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介護ロボット選定（デモンストレーション結果）

14

総評

カメラ

手持ち端末

自動同期

比較項目 眠りスキャンEYE ココヘルパVP aams

生体センサー

離床センサー
検知できるも補助的機能

無線での使用だと推奨３台まで

機能に搭載しておらず

アルゴリズムでのアラートは魅力的

機能に搭載しておらず

求める機能としては問題なし
しかし主に睡眠状態の把握を
行う機器のため、私たちの求
める機器とは相違があった

映像からアルゴリズムによる
危険分析のアラートは魅力的
であったが、求める機能足り
ず、納入時期も間に合わず

求める機能を全て網羅してい
ただけでなく、期日内に納入
可能と業者の姿勢も
グッドポイントだった

A社製品 B社製品
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biosilver社製見守りセンサー型ロボット「aams（アアムス）」
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選定のきっかけポイント！！
PCや手元の端末でリアルタイムに
更新される生体情報や睡眠情報の
確認が可能となっている
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biosiluver社製見守りセンサー型ロボット「aams（アアムス）」

ブラウザの画面は誰もが分か
りやすいアイコンで閲覧が
可能！時間も表示されるのは

嬉しい！

スマートフォン端末で
はリアルタイムに

各部屋の情報がすぐに
把握できるアプリ

端末を用いた申し送り
情報共有が可能
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試行的導入の準備（使用者の選定）

17

転倒した経緯がある又は転倒事故が起きてしまった時

カンファレンス時に使用可否の話し合いはあったが
ほとんどが現場の判断での選定だった

今までの離床センサー選定の流れ

転びそうだしセンサー
必要だよ
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試行的導入の準備（使用者の選定）

18

各居室担当が
「転倒スコアリングシート」記入

多職種で「対象者選定アセスメントシー
ト」に沿ってカンファレンス実施
MMSE、バーセルインデックスの

数値と共に分析

aams使用者選定の流れ

・機器の対象であるか
・カメラは必要か不必要か
２点のコンセンサスをとり

総合的判断を行う

転倒スコアリングシートとは
行動障害や既往歴、薬剤等の項目に分けら
れ設問ごとに配点がある、質問に答え点数
の合計で危険度を０から３までで分類する
シートとなっている
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試行的導入の準備（使用者の選定）

計２０台のaams、１０台のカメラを導入するに
あたってカンファレンス実施後、対象者を選定した
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合計 39

特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館転倒・転落スコアリングシート

ユニット/名前 朝霧　坂本光代様 作成日/記入者 2021/11/7　熊島佳子

分類 特徴 配点 評価

□物を取られたなどの被害的になり探し回る

□能力の過信や危険性の認識不良がある

□頑固である

□周りに左右されやすい

□コールを押さないで行動しがちである

□コールを認識できない・理解不可（寝たきりはノーチェック）

認知症状

□認知症の症状は見られない

□認知症の症状が多少見られる

□認知症の症状がかなり見られる（寝たきりはノーチェック）

行動障害

□判断力・理解力・記憶力の低下が見られる

□目的もなく動き回る（徘徊やベットで多動）

□夜間の不眠や不穏があり昼夜逆転がちである

□不穏・興奮などがある

□幻視・幻聴がある

□何事も自分でやろうとする

□環境の変化に慣れていない、慣れにくい

既往歴
□過去に転倒・転落をしたことがある（寝たきりはノーチェック）

□脳原生・神経原生に疾患がある（寝たきりはノーチェック）

感覚

□視力障害がある（寝たきりはノーチェック）

□聴力障害がある（寝たきりはノーチェック）

□足の裏がついている感じがしない（意思疎通困難はノーチェック）

運動機能

□足腰及び下肢筋力低下がある（寝たきりはノーチェック）

□上・下肢に痛みやしびれ感がある（寝たきりはノーチェック）

□麻痺が見られる（寝たきりはノーチェック）

□骨・関節異常がある（拘縮・変形）（寝たきりはノーチェック）

活動領域

□歩行時、前傾姿勢、ふらつきやこきざみ歩行、ふらつく時がある

□端座位及び背もたれがあっても座位がとれない

□歩行に杖や歩行器が必要である

□常に車椅子を使用しており、立位や立ち上がりは１人で行う

□車椅子移動しているが移乗は自分で行う

薬剤

□睡眠又は精神安定剤を使用している

□利尿剤を使用している

□下剤を使用している

排泄状況

□尿・便失禁がある（寝たきりはノーチェック）

□頻尿である（寝たきりはノーチェック）

□ポータブルトイレを使用している

□排泄に介助が必要である（寝たきりはノーチェック）

≪危険度と評価スコアの合計≫

危険度Ⅰ 20点～３０点 転倒・転落を起こす可能性がある
危険度 Ⅱ

危険度Ⅱ 31点～49点 転倒・転落を起こしやすい

危険度Ⅲ 50点～100点 転倒・転落をよく起こす

特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館aams対象者選定アセスメントシート

作成年月日　　令和３年　１１月７日　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者　熊島佳子

ユニット名 朝霧 氏名 坂本光代様

バーセルインデックス ４５点

その他の分析

環境改善（配置、福祉用具の使用）によりリスクを改善できるか 可能　・　不可能

指導援助によりリスクを改善できるか 可能　・　不可能

年齢 ９２歳 要介護度 １・２・３・４・５

各種情報

転倒転落危険度 Ⅱ MMSE １７点

各職種判断

介護士 必要・不必要
夜間は起きられること今のところみられず。日中も離床センサーで対応可

能。居室内情報までは必要なし。

看護師 必要・不必要 ａａｍｓを使用することに反対する理由なし

リスクを改善する為に必要な情報は何か 体動センサー・居室内情報・両方・なし

既往歴を鑑みて生体センサーが必要か 必要　・　不必要

センサー導入において本人の自立を妨げる事はないか 妨げる　・　妨げない　・　分からない

総合的判断

aamsセンサーにおいて　センサー　・　センサー及びカメラ　の対象者　・　非対象者とします

ケアマネジャー 必要・不必要
ナースコールなどの認識があいまいなため転倒リスクあり。ご家族様の転

倒が心配といった思いもあり離床センサー必要

栄養士 必要・不必要
車いすの使用方法もしっかりと覚えていないため、援助者側での動きの把

握は必要。

理学療法士 必要・不必要 転倒リスクはあると考える。離床センサー必要

相談員 必要・不必要
MMSE測定時短期記憶の項目の点数が低かったため、転倒リスク回避のた

めには離床センサー必要

・機器におけるリスク回避
だけでは無く現行の環境
改善や福祉用具の活用も検討
・機器を導入することで
本人の自立や生活を妨げない
か話し合いを実施

実際の選定者シート
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試行的導入の準備（使用者の選定）

選定後、機器、カメラの説明及び、承諾を御家族から頂いた
どの様な機器か気になるご家族、カメラに対して使用のタイ
ミングを気にされる方はいらっしゃったが、説明をさせて頂

くと選定者全ての御家族から承諾を頂けた
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試行的導入の準備（機器マニュアルの作成）

様々な年代の職員が従事しているため機器を問題なく
使用出来るように機器の使い方、画面の見方、スマート

フォンの使い方のマニュアルを作成した



©2021 令和3年度スマート介護施設モデル事業 22

試行的導入の準備（リスク分析と職員研修）

機器を導入して起こりうる
リスクを洗い出し対策を立てた
様々なリスクが上がった中で
機器が有線で接続されている
ためにリネン交換や掃除の際に
断線を防ぐ対策を実施した

現場職員、多職種に
プロジェクトの目指すべき

場所、内容、機器の取り扱い方
を作成したマニュアルを用いて

研修を実施した

ベットの足元側に
貼り付けて
注意喚起
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試行的導入の準備（しきい値設定・環境整備）

しきい値設定
aamsの設定で「起き上がり値」「離床値」「体動注意値」
「心拍上昇値」「心拍低下値」「呼吸値」のアラート設定を

行うこと出来るため導入してすぐに多職種で話し合いデフォルトの
数値から設定を話し合い変更した

環境整備
aams本体やカメラはネットワーク環境に負荷がかかるため

wifi環境の見直しを行い、届きにくい場所への対策として中継器を設置
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試行的導入の準備（アクションプラン作成①）

aamsを使用した見守りについて
転倒危険度を基に入居者を
４つのカテゴリーに分類

各カテゴリーにおけるアラート
アイコンの行動マニュアルを作成
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試行的導入の準備（アクションプラン作成②）

各カテゴリーにおける
アラート種類の

優先順位高低図を作成
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試行的導入の準備（アクションプラン作成③）

、 、
３種類のアクションプランを作成

アクションプラン内のゴールは基本的に施設既存マニュアルに繋がるように作成
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導入前期で苦労した点・工夫方法（人因子）

27

①ロボットやスマートフォンの
機器に抵抗がある職員への説明

②現状の課題を深堀し
合意形成に至ること

③個別支援と職員の負担軽減の両立

④アクションプランの作成

苦労した点 工夫方法

①´マニュアル作成だけでなく、1人１人へ理解
するまでフォローアップした

②´何度も何度も話し合い意見を共有し
見直しをかけて現場のリアルな課題を深掘り

③´職員の負担軽減だけに捉われず
入居者視点でのアセスメントの実施

④´イメージの共有から始め、どういうプランで
あったら新人がベテランと同じアクションを
とれるか試行錯誤した
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導入前期で苦労した点・工夫方法（社会因子）

28

①機器業者とのやりとり

苦労した点 工夫方法

①´アフターサービスを考え
早期に実態が見えた場合は候補
から外した
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導入前期で苦労した点・解決方法（環境因子）

29

①ネットワーク環境と
アプリ・カメラ問題

②しきい値問題

苦労した点 工夫方法

①´施設内のwifi環境の整備
SSIDの整理
問題発生の日時や内容をメモし
業者に報告し随時対応してもらう

②´aamsのアラート記録と現場の意見
を照らし合わせた上で業者に
アドバイスを頂きながら調整を実施
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導入後期

30

１、試行的導入

２、小さな成功事例の共有

３、本格導入に向けた見守り方法の変更

４、本格導入に向けたマニュアル作り
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試行的導入①（アクションプラン）

31

各ユニットの
目に留まる場所に

アクションプランを設置

aamsを用いながら
アクションプランに沿った

行動を実践
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小さな成功事例の共有

32

・年齢層に幅があり、特に新しい物事に対して取り組む際
にチームが団結することが難しい場面が多くあったが
積極的に皆が行えていた

・機器が正常に動作すれば楽になった

・新人職員からも居室内における入居者様の情報が見れる
ことで他入居者様のケア中でも不安感が軽減した

・同時に対応しなければいけない事が多いので
誰もが同じプランを目に見える形であるのは
精神的に楽になった

各ユニットに目安箱を設置
試験的導入において

職員の様々な意見を募った
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本格的導入に向けた見守り方法の変更

導入前の見守り アクションプラン導入後の見守り

居室で過ごされている方に
関しては１時間に1回訪室し

近寄り胸部の動きを
確認することで

呼吸の確認を行っていた

aamsが常に呼吸や心拍の
確認をしている為

aams使用者に関して
居室内を入り口から確認し
室温や異常がないかを
確認するのみとした
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本格的導入に向けたマニュアル作り

34

aamsしきい値に関する
マニュアルを作成

マニュアルの中に爽風館に
よる標準しきい値を設定

ケアデータコネクトを
用いた記録自動同期の
概要を取りまとめた
マニュアルを作成

※ケアデータコネクトとは
介護や医療における
機器データ取得や
システム間転送
分析・活用を
サポートする
データ連携

プラットフォーム

記録の書き方について毎時
様子観察した記録を行っていたが

aamsが毎時「心拍」「呼吸」を計測
し記録に自動同期されるので職員は
著変があった場合、体位交換、排泄
介助のみ記録を残す対応とした
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導入後期で苦労した点・工夫した点①

35

①ネットワーク環境問題
②アプリ・カメラ問題
③しきい値問題
④職員のモチベーション

苦労した点
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導入後期で苦労した点・工夫した点②

36

①ネットワーク環境問題
②アプリ・カメラ問題

不具合が見られた場合は記録を残し
業者に報告し原因の可能性を探り、対応を行ってもらった

問題を改善した対応として「wifiの整備」「aamsサーバーの再調整」
「カメラの解像度を落とす」という事を実施してもらった

導入前期より対応していたが継続して問題としてあがっていた
主な症状として「アプリがログイン出来ない」「カメラ映像を
表示できない」「機器が受信しているwifi電波が弱い」という点

問
題

対
応
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導入後期で苦労した点・工夫した点③

37

③しきい値問題

まずしきい値をデフォルトの数値に戻した
その後、上下限の数値ではなく、秒数を変更しアセスメントを実施

また、入居者別にアラート項目の設定をプロジェクト会議で
話し合いの後、外す対応を実施した

導入前期に多職種にて個人個人のしきい値を設定し対応していた
しかし入居者によってアラート回数が増え、誤アラートの回数も
増えた事で職員の負担が多くなってしまった

問
題

対
応
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導入後期で苦労した点・工夫した点⑥

38

④職員のモチベーション
問
題

対
応

機器の不具合に良くも悪くも職員が慣れてしまった
感染拡大防止の対応で身体的・精神的に職員が疲弊していた

不具合に関しては確認次第、業者様に連絡し対応してもらった
プロジェクトメンバーがU字の法則を意識し

現場職員にこまめに声掛け、職務上位者がねぎらいの言葉をかける
ことでモチベーションの低下を防いだ
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導入の成果

39
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導入の成果①（KPI測定）

導入前と導入後にKPIを測定
測定内容は課題を文章化した内容から５つピックアップし測定を実施した

導入前後

導入前７日間

導入後７日間

導入前後

職員の心身の負担軽減

職員の心身の負担軽減

睡眠状況

導入前/導入後

職員の歩数

導入前/導入後

見守り時の精神的負担度合

aams睡眠日誌

歩数計カウント

アンケート

3

4

5

優先順位をつけることが出来る

アクションプランが作成され

活用回数

優先順位をつけられた回数/

発報回数

カウント

不必要な抑制を抑える事となり 訪室回数 カウント

尊厳や自己決定権を一層守る

KPIを設定する文節 設定したKPI KPIの測定方法 KPIの測定ピッチ

1

2

導入前７日間

導入後７日間

導入前７日間

導入後７日間
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導入の成果②（KPI測定（職員歩数））

早番、遅番、夜勤の各勤務者に万歩計をつけ７日間計測
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導入の成果③（KPI測定（睡眠状況））

ピックアップした入居者の導入前後の睡眠比較

２月７日～２月１３日 ２月２８日～３月６日
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導入の成果④（KPI測定（訪室回数））

日中と夜間に分けアラートによる訪室回数を７日間計測
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導入の成果⑤（KPI（アクションプラン活用回数）測定）

アラート時にアクションプランを活用し優先順位をつけられた回数を７日間測定

６２回

94%

アクションプラン活用回数（２ユニット）

優先順位を

つけれた回数

総アラート回数

導入前 導入後

割合

０回

２４８回

0%

58回

※経験値のみの判断は含まない
つけられた回数
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導入の成果⑥（KPI測定（日中見守り時の緊張度合い））

導入前 導入後

導入前後にフロア介護職員へアンケートを実施
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導入の成果⑦（KPI測定（夜間見守り時の緊張度合い））

導入前 導入後

導入前後にフロア介護職員へアンケートを実施
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導入の成果⑦（本格導入中の事例）

47

２月後半、７時台にaams使用しているA様より生体アラート
A様は会話可能もナースコールを押す習慣が無い方

生体アラートが連続したのでアクションプランに沿って訪室
本人より「胸が痛い」と訴えあり

その後、緊急受診し「大動脈解離」と診断され入院

同日夕方にA様は入院先で亡くなってしまった
しかし、早期に発見・対応出来たことで最後の時間を

御家族と過ごすことが出来た
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まとめ
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まとめ
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・プロジェクトを通しての考察
・ケアにおいての多職種連携
・未来の介護とロボットの関係性
がもたらす入居者への効果
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プロジェクトメンバー
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～５年先の施設運営をチームで考える機会に～

51
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